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⑧今、めう C27年12月号:
平成 7年12月20日発行 愛媛県温泉郡川内町・編集川内町総務課・電話966-2222有線2111・印刷 7，ノ印刷

|町の動き 1(12月1日現在) 人口10.750人(+1)男子5，091人(+1)女子5，659人(::1:0) 世帯数3，523戸(+3)

-1-



お
知
ら
せ

設定期間区域名
円、、
台

a 

内

。 /)

a fd田谷上

地区名

鳥獣の積極的な保護増殖を図るた

め、+年間鳥獣の捕獲を禁止する。
船野山

鳥獣

保護区

(注)

「塩ケ森ふるさと公園jは、入園者の安全

確保のため、狩猟者の立入を禁止しており

ます。

・鳥獣保護区等において、野猿、イノシシ等

により農林作物に対し著しい被害が発生す

る場合には、有害鳥獣駆除を実施すること

ができます。

H6・11・1

H9・10・31

狩猟鳥獣の生息数の自然的回復を

促進するため、三年間鳥獣の捕獲

を禁止する。

河之内

滑川
休猟区

。
H 7・11・1

HlO・10・31

q 松瀬川

2 

H 3・11・1

H13・10・31

銃猟による危険を未然に防止し、

また静ひつを守るため、十年間銃

猟による鳥獣の捕獲を禁止する。

猟

止|前松瀬川

域

銃

禁

区
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形
変
更
届
出
制
に
つ
い
て

j
農
地
の
埋
立
て
を
し
、
原
形
を
変
え
る
場
合
は

H

届
出
H

が
必
要
で
す
i

農
地
を
盛
士
、
切
土
を
し
圃
場

の
原
形
を
変
え
耕
作
を
目
的
と
し

た
田
畑
転
換
そ
の
他
区
画
形
質
の

変
更
を
す
る
場
合
に
「
農
地
原
形

変
更
届
出
書
」
を
農
業
委
員
会
へ
提

出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ

の
制
度
は
農
地
の
原
形
を
変
え
る

こ
と
に
よ
っ
て
近
隣
農
地
の
耕
作

条
件
が
劣
悪
化
す
る
こ
と
を
防

ぎ
、
農
地
の
集
団
性
と
調
和
を
保

持
し
な
が
ら
農
地
の
効
率
を
図
る

と
共
に
、
隣
接
す
る
農
道

・
水
路

等
へ
の
被
害
と
違
反
転
用
を
防
止

す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

O
手
続
農
地
の
原
形
変
更
を
し
よ
う
と

す
る
方
は
、
要
綱
に
基
づ
き
、
原

形
変
更
に
着
手
す
る
日
の
三
十
日

前
ま
で
に
届
出
書
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

O
注
意
事
項

川
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
や
廃
材
な

ど
廃
棄
物
に
よ
っ
て
埋
立
て

る
場
合
は
農
地
の
原
形
変
更

に
は
該
当
せ
ず
農
地
の
転
用

子
続
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

凶
盛
土
の
高
さ
に
つ
い
て
も
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

同
無
届
け
の
埋
立
て
は
違
法
転

用
と
み
な
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

凶
埋
立
て
等
は
届
出
受
理
後
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

O
届
出
書
の
添
付
書
類

川
付
近
見
取
図

附
地
番
地
目
図
(
公
園
の
写
し
)

叫
土
地
登
記
簿
謄
本

凶
耕
作
者
が
届
出
を
し
よ
う
と

す
る
場
合
に
は
、
所
有
者
の

同
意
書

同
現
況
写
真

附
農
業
委
員
の
副
申
書

問
そ
の
他
参
考
資
料

(
原
形
変
更
計
画
図
面
)

※
届
出
書
は
農
業
委
員
会
に
あ
り

ま
す
。
な
お
、
詳
し
い
こ
と
は
農

業
委
員
及
び
農
業
委
員
会
事
務
局

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

悪
質
な
埋
立
て
は
追
放
し

実
り
豊
か
な
農
地
を

守
り
ま
し
ょ
う

選
挙
人
名
簿
の
調
製

平成8年1月1日から

戸籍手数料が変わります
。戸籍手数料の改正内容

ヰ重 男リ 手数料額

戸籍の謄本 ・抄本 1通 450円

除籍の謄本 ・抄本 1通 750円

戸籍記載事項証明書 1通 350円

除籍記載事項証明書 1通 450円

戸籍届受理証明書 1通 350円

上質紙を用いた受理証明書
(婚姻 ・離婚・養子縁組・養子離縁
又は認知の届出) 1通 1，400円

届出書類などの閲覧 1件 350円

一
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿

一
の
調
製
を
、
平
成
八
年
一
月
一
日

一
現
在
で
行
い
ま
す
。
登
載
申
請
の

一
期
間
は
一
月
一
日
か
ら
十
日
ま
で

一
で
す
。

一
十
二
月
の
常
会
で
区
長
さ
ん
が

一
配
る
登
載
申
請
書
に
必
要
事
項
を

一
記
入

・
押
印
し
、
区
長
さ
ん
を
通

一
じ
て
、
一
月
十
日
制
ま
で
に
農
業

一
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
委
員
会
委
員

特
に
、
平
成
八
年
七
月
に
は
、

任
期
満
了
に
伴
う
農
業
委
員
選
挙

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
申
請
を

し
な
い
と
、
資
格
の
あ
る
人
で
も

投
票
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
川
内
町
農

業
委
員
会
(
宮
九
六
六
二
二
二

一
了
内
線
四
七

・
有
線
三
一
九

一
)
へ
。
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デイサービスとは?

在宅のお年寄りの方をリフト付パスでデイサービス

センターへ送迎し、入浴や給食などの各種サービスを

提供し、お年寄りの生活の支援、社会的孤立感の解消、

心身機能の維持向上と、介護している家族の負担軽減

を図ることを目的とした日帰りサービスです。

e 1Jh130円 サービス内容

1 .送迎

2.健康チ工ツク

3.入浴サービス
4給食サービス
5生活指導
6.日常勤作訓練
7養護

8.家族介護者教室

デイサービス申込方法

デイサービスご希望の方は、

川内町役場福祉課で申請手続を

行ってください。

-問い合わせ先・

川内町役場福祉課

ft966-2222 (内線35) 有線2133
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民生児童委員が

改選され
このほど、民生児童委員カず改選され、下の

表の方々が3年の任期中(平成7年12月1日

~平成10年11月30日まで)、皆さんの生活上

の悩みなどの相談に応じることになりまし

た。

悩みごと、心配ごとなどがある方は、担当

の民生児童委員にお気軽にご相談ください。

0民生児童委員 (任期/平成7年12月1日
電話番号j'iJT キエ

d
8
1
l
 

名氏

問屋・狩場・日浦近藤

音田 ・徳吉

改
選
に
伴
い
、
次
の
三
名
の

方
々
が
民
生
児
童
委
員
を
退
任
さ

れ
ま
し
た
。
長
い
間
お
疲
れ
さ
ま

で
し
た
。

口

今

井

口
佐
々
木

口

渡

部

(
敬
称
略
)

芳
(
九
騎
)

雄

(
市

場
)

子
(
中
之
町
)

早岩時

則之内永野近藤

園康サチコ

北保

富久

大野

玉井

内田

民
生
児
童
委
員
と
は

社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、

福
祉
に
欠
け
る
住
民
の
保
護
指
導

に
当
た
り
、
社
会
福
祉
の
増
進
に

努
め
る
こ
と
を
任
務
と
す
る
。

②
保
護
を
要
す
る
者
を
適
切
に
保

護
指
導
す
る

③
社
会
福
祉
事
業
施
設
と
密
接
に

連
絡
し
、
そ
の
機
能
を
助
け
る

④
福
祉
事
務
所
そ
の
他
の
関
係
行

政
機
関
の
業
務
に
協
力
す
る
な

トと

①
常
に
調
査
を
行
い
、
地
域
住
民

の
生
活
状
態
を
把
握
す
る

橋本

仙波

桑原

桐山

亀田

田中

町全域

太枠でかこんだところが今回の改選された方々
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第
三
次
川
内
町
長
期
総
合
計
画
策
定
の
た
め
の

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
報
告
⑨

平
成
八
年
度
よ
り
始
ま
る
「
第
三
次
長
期
総
合
計
画
」
の
策
定
に
あ
た
っ
て
の
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
の
結
果
概
要
に
つ
い
て
の
特
集
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
第
四
回
目
は
、
「
福
祉
・
教
育
・
余
暇

の
利
用
・
環
境
問
題
・
過
疎
開
題
・
住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

O
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て

「
温
泉
に
併
設
し
た
高
齢
者
福

祉
セ
ン
タ
ー
の
整
備
」
沼
・

8
%、

「
高
齢
者
同
士
の
交
流
活
動
の
充

実
」
お
・

2
%、
「
在
宅
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
」
幻
・

2
%、
「
施
設

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
」
却
・

4
%

と
、
「
安
全
で
快
適
な
公
共
施
設

や
道
路
な
ど
、
高
齢
者
の
行
動
し

や
す
い
環
境
づ
く
り
」
日
・

7
%

と
、
高
齢
者
が
生
き
が
い
を
持
っ

て
交
流
で
き
る
機
会
や
場
の
確
保

と
行
動
し
や
す
い
環
境
守
つ
く
り
、

在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

¥
注
意
:
・
各
項
目
の
パ
ー
セ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
回
答
項
目
が
複
数
設
定
の
/

/
も
の
も
あ
り
、
合
計
が
一

O
O
%を
超
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
¥

二
十
一
世
紀
は
「
超
高
齢
化
社

会
」
が
到
来
し
、
本
町
に
お
い
て

も
急
速
な
高
齢
化
の
進
行
、
核
家

族
化
の
進
展
、
寝
た
き
り
老
人
・

独
居
老
人
の
増
加
な
ど
、
援
護
を

要
す
る
高
齢
者
に
対
す
る
福
祉
の

充
実
は
今
後
ま
す
ま
す
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。

O
児
童
福
祉
に
つ
い
て

「
児
童
公
固
な
ど
、
子
供
の
健

全
で
安
全
な
遊
び
場
の
充
実
」
日
・

0
%
、
「
時
間
延
長
保
育
」

2
・

2
%
、「

一
時
的
保
育
(
親
の
急

病
や
農
繁
期
の
み
)
」
日
・

8
%
な

ど
が
多
く
、
子
供
の
健
や
か
な
成

長
の
た
め
に
健
全
な
遊
び
場
の
確

保
が
急
務
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
夫
婦
共
働
き
の
現
代

に
お
い
て
は
保
育
の
充
実
と
時
間

の
延
長
が
必
要
に
な
っ
て
き
て
い

る
よ
う
で
す
。

O
障
害
者
福
祉
に
つ
い
て

「
働
く
場
や
就
労
の
機
会
の
確

保
」
お
・

9
%、
「
自
立
援
護
施
設

の
整
備
・
拡
充
」
幻
・

0
%、
「
障

害
者
に
優
し
い
道
路
・
建
物
な
ど

の
施
設
の
改
善
」
出
・

2
%
な
ど

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

、ar

u
p

也、o
g
p
 

O
女
性
の
社
会
参
画
を
進
め
る
た

め
に「
育
児
・
介
護
休
暇
制
度
を
充

実
さ
せ
る
」
で
「
そ
う
思
う
」
は

U
・

5
%
、
「
女
性
の
働
く
場
を
増
や

す
」
日
・

8
%
、
「
ま
ち
づ
く
り
に

女
性
の
意
見
を
反
映
す
る
」
仙
・

6
%
、
「
料
理
・
育
児
・
介
護
を

男
性
も
分
担
す
る
」
叩
・

1
%
な

ど
、
女
性
の
社
会
参
画
を
進
め
る

た
め
の
環
境
・
条
件
整
備
に
向

か
っ
て
プ
ラ
ス
方
向
の
支
持
が
多

く
出
て
い
ま
す
。

O
学
校
教
育
振
興
の
必
要
課
題

「
地
域
に
誇
り
を
持
つ
個
性
的

な
教
育
の
推
進
」
引
・

0
%
、
「
パ

ソ
コ
ン
な
ど
近
代
的
教
育
機
器
の

充
実
」
訂
・

7
%、
「
国
際
交
流
・

協
力
な
ど
、
国
際
的
な
視
野
を
養

う
教
育
の
推
進
」
お
・

0
%
、
「
福

祉
教
育
の
推
進
」
幻
・

2
%、
「
校

舎
・
校
庭
の
設
備
と
教
育
施
設
・

設
備
の
充
実
」
お
・

2
%、
と
な
っ

て
お
り
、
学
校
教
育
で
は
豊
か
な

人
間
性
を
育
て
る
た
め
の
個
性
的

な
教
育
、
国
際
社
会
の
変
化
に
対

応
で
き
る
心
豊
か
で
た
く
ま
し
い

人
間
の
育
成
、
こ
れ
ら
の
教
育
に

必
要
な
施
設
整
備
が
望
ま
れ
て
い

る
よ
う
で
す
。
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O
学
校
体
制
は
今
後
ど
う
す
べ
き

で
す
か

少
子
化
の
進
む
中
で
、
「
過
疎

地
の
人
口
増
加
策
を
積
極
的
に
進

め
、
児
童
・
生
徒
数
の
維
持
・
増

加
を
図
り
、
現
在
の
学
区
を
維
持

す
る
」
は
弘
・

2
%
と
、
「
複
式
で

も
よ
い
か
ら
学
校
を
地
域
に
残



す
」
幻
・

3
%
と
あ
わ
せ
た
、
学

区
維
持
派
は
日
・

5
%
と
二
分
の

一
を
少
し
上
回
っ
て
お
り
、
「
十

分
な
学
校
施
設

・
教
育
環
境
を
考

え
る
と
、
統
合
も
や
む
を
得
な
い
」

の
統
合
派
は
ロ
・
2
%
と
な
っ
て

い
ま
す
。

地
区
別
に
は
、
西
谷
校
区
で
は

「過
疎
地
の
人
口
増
加
策
を
積
極

的
に
進
め
、
児
童
・
生
徒
数
の
維

持

・
増
加
を
図
り
、
現
在
の
学
区

を
維
持
す
る
」
が
印
・
3
%
(
平

均
よ
り
+
叩
・
1
%
)
、
東
谷
校
区

で
は
「
複
式
で
も
よ
い
か
ら
学
校

を
地
域
に
残
す
」
が
回
・

3
%
(平

均
よ
り
+
日
・
0
%
)
と
高
く
、

地
域
活
動
の
中
心
と
し
て
の
学
校

維
持
を
強
く
望
ん
で
い
る
よ
う
で

す。O
余
暇
時
間
に
は
何
を
し
た
い
で

す
か
町
内
で
余
暇
を
楽
し
む
と
し
た

ら
、
「
温
泉
」
羽
・
9
%
、
「公
園

で
の
ん
び
り
」
叫
・
4
%
、
「
散
歩
」

犯
・
2
%
、
「プ
l
ル
で
水
泳
」
は
・

4
%
、
「
ハ
イ
キ
ン
グ
」
幻・

.
9
%
、

「
渓
流
釣
り
」
幻
・

1
%
、
「
オ
ー

ト
キ
ャ
ン
プ
」
乱
・
4
%、「
工
芸
」

泊
・
3
%
と
、
今
後
施
設
整
備
が

予
定
さ
れ
て
い
る
「
温
泉
」を
ト
ッ

プ
に
、
自
然
の
中
で
の
休
養
、
ス

ポ
ー
ツ
、
趣
味
活
動
な
ど
住
民
の

一一
l
ズ
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま

す。O
環
境
や
景
観
を
守
る
た
め
に

は
?

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
や
景
観
を

守
る
た
め
に
何
よ
り
も
求
め
ら
れ

て
い
る
の
は

「生
活
排
水
処
理
施

設
の
整
備
」
日
・

9
%
で
、
公
共

下
水
道
、
集
落
排
水
施
設
、
合
併

処
理
浄
化
槽
の
整
備
に
積
極
的
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
次

い
で
、
「
ゴ
ミ
の
分
別
収
集
の
徹

底
と
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

の
推
進
」
お
・

7
%、
「
道
路
、
河
川

な
ど
の
清
掃
活
動
の
強
化
」
2
・8

Mm
、
「環
境
保
全
、
自
然
保
護
活
動

な
ど
に
取
り
組
む
活
動
へ
の
援
助
L

日
・
8
%、
「環
境
・景
観
保
全
に
対

す
る
住
民
や
観
光
客
へ
の
意
識
啓

発」

H
・6
%と
続
き
ま
す
。

近
年
の
環
境
問
題
、
エ
コ
ロ

ジ
ー
ブ
1
ム
に
対
応
し
た
住
民
の

考
え
方
が
よ
く
現
れ
て
お
り
、
行

政
と
し
て
も
こ
う
し
た
意
見
を
十

分
に
踏
ま
え
た
上
で
諸
施
策
を
講

じ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

O
山
間
地
域
の
活
性
化
対
策

「山
間
部
の
人
口
減
少
は
や
む

を
得
な
い
の
で
、
町
内
の
平
坦
部

で
暮
ら
せ
る
よ
う
宅
地
開
発
を
行

う
べ
き
」

U
・8
%
が
最
も
多
く
、

次
い
で
「
道
路
な
ど
、
定
住
環
境

を
整
備
し
、
通
勤
者
の
居
住
地
と

し
て
の
条
件
を
整
備
す
る
」
U
・

7
%
、
「
森
林
や
河
川
な
ど
、
自

然
を
活
か
し
た
交
流
・
観
光
を
推

進
す
る
」

μ
・
3
%
、
「各
地
区
で

常
時
宅
地
を
用
意
し
、

U
タ
l
ン

者
、
新
規
就
農
希
望
者
、
田
舎
暮

ら
し
希
望
者
な
ど
の
受
け
入
れ
を

図
る
」
日
・
0
%
、
「
山
村
留
学
の

ま
ち
と
し
て
生
徒

・
児
童
の
受
け

入
れ
体
制
を
整
え
る
」
口
・

2
%、

「農
砂林
業
の
振
興
を
図
る
」
ロ
・

6
%
と
続
き
ま
す
。

回
答
数
全
体
の
割
合
で
み
た
場

合
は
平
坦
部
へ
の
住
み
替
え
と
い

う
考
え
方
が
二
割
強
程
度
で
あ
る

の
に
対
し
、
ど
う
に
か
し
て
山
間

部
の
振
興
を
図
る
べ
き
と
す
る
意

見
は
七
割
あ
り
、
今
後
も
山
間
部

の
活
性
化
施
策
へ
の
取
り
組
み
が

必
要
の
よ
う
で
す
。

O
参
加
し
た
い
ま
ち
づ
く
り
活
動

は
つ「
環
境
の
分
野
で
の
取
り
組
み

へ
の
参
加
」
お
・
1
%、
「地
区
毎

の
懇
談
会
、
地
区
毎
の
取
り
組
み

へ
の
参
加
」
出
・
0
%
、
「
教
育

・

文
化

・
芸
術
の
分
野
で
の
取
り
組

み
へ
の
参
加
」
日
・

5
%
が
上
位

を
あ
げ
て
い
ま
す
。

年
代
別
で
は
、

二
O
歳
代
、
=
一

O
歳
代
が

「
ス
ポ
ー
ツ
の
分
野
で

の
取
り
組
み
」
に
そ
れ
ぞ
れ
お
・

8
%
、
m
-O
%
(平
均
よ
り
+
ロ
・

4
%
、
十
日
・

6
%
)
、
二
O
歳
代

が

「イ
ベ
ン
ト

・
祭
り
の
企
画
、

取
り
組
み

・
参
加
」
に
出
・
8
%

(
同
じ
く
十
四
・
3
%
)
と
高
く
求

め
て
お
り
、
若
者
も
含
め
た
住
民

と
の
協
力
体
制
を
ど
う
進
め
て
い

く
か
が
今
後
の
課
題
と
い
え
ま

す。O
広
報
か
わ
う
ち
九
月
号
か
ら
四

回
に
わ
た
り
、
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
の
結
果
概
要
を
お
伝
え
し
て

参
り
ま
し
た
が
、
町
と
い
た
し
ま

し
て
は
こ
れ
ら
の
貴
重
な
ご
意
見

を
十
分
考
慮
し
て
、
二
十
一
世
紀

を
展
望
し
た
川
内
町
ら
し
い
個
性

あ
る

「ま
ち
づ
く
り
計
画
」
を
策

定
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。今
後
と
も
広
く
住
民
の
声
を
聴

き
行
政
運
営
に
努
め
る
と
と
も
に

「
自
分
の
ま
ち
は
自
分
た
ち
で
つ
く

る
」
と
い
う
住
民
の
意
欲
を
受
け
止

め
、
川
内
町
に
住
ん
で
良
か
っ
た

と
す
べ
て
の
住
民
に
感
じ
て
い
た

だ
く
よ
う
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
参
り
ま
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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第15回川内中央読書会砂
研修会

10月27日、佑川敬先生、中矢萩

風先生をお招きして研修会が開催

されました。

ア7メラレポート 圃圃圃園田

‘優良青色申告者表敬状

11月14日、南海放送本町会館で松山税務署

管内の優良青色申告者17名の表敬状贈呈式が

行われ、川内町からは、天神のクリーニング業

田野岡幸雄さんが受賞され、松山税務署長か

ら表敬状と記念品が贈呈されました。

国民年金の愛媛県知事感謝状砂

11月15日、松山市総合コミュニティセンターで

国民年金の愛媛県知事感謝状の伝達式が行われ、

優良民間地区組織として市場地区納税組合(組合

長田井武志さん)が、表彰されました。

川内中学校3年 川内中学校2年 川内中学校1年

野中ふみ 菅野芳美 柿原文乃

‘中学生の「税についての作文」
入選者表彰

11月18日、愛媛文教会館で平成7年度 「中

学生の税についての作文」入選者表彰式が行

われました。

参加46校、4，358点の応募作品の中から川内

中学校では、左の3人が入選し、松山税務署

長から賞状と記念品が贈られました。

4通商産業省所管統計調査功績者表彰

11月24日、川内町役場町長室で商業統計調査実

施で功績があったとして、愛媛県より通商産業大

臣表彰が伝達されました。

8 



11メラレポート ー・園田

4第6回バドミントン大会
11月19日、勤労者体育センターで第6回バ

ドミントン大会が、行われました。

今年から一般の部を 3部から 4部に増し、

更に小学生の部を設け、参加者126名の大規

模な大会となりました。

成績は以下のとおりです。

0第6回バドミントン大会結果

てコプ71I 2 吉B 3 苦E 4 宮E 6 年 5 年 4 年

1位||加藤彰三 坪内敏晴 福井芳和 佐伯良子 藤井祐輔 高岡 聖 江戸友美

相原博樹 佐伯斉昭 奥田照美 高橋かおり 渡部貴美 諏訪健太 柴田麻里

一 一
2位
黒川博幸 古里子 健治 渡部隆治 高市千恵美 大原浩二 高須賀慎一郎 市本 祐典

渡部 車市 越智公一 宮内圭三 三上友子 高須賀大祐 野中雄樹 山本尚幸

3位
高岡幸男 谷本 猛 山田 隆 増田公司 武智三穂 近藤徹矢 戸井大輔

楠岡茂幸 向井久詞 山田秀美 高里子 幹男 高岡杏早 山内健史 村上正記

第11回ウオークラリー大会惨
11月23日、第11回ウオークラリー大会が行われ、

園児から高齢者まで106名の方々が参加しました。

成績は以下のとおりです。

O第11回ウオークラリー大会結果

小学生組 一般組

戸田洋子
高須賀友美 田島

~ ー司

大石絵里香 田島シゲ子
渡部真理

渡部覚氏 渡部顕博

福本祐太
渡部正志
寺田大輔

宇高伸二 山本朋典

近藤徹矢 渡部真澄
野中雄樹 菅野俊哉
大野太蔵 奥村 A寸'"'一

|山内健史 渡部尚明

ー-四『

9 

家族 組

高木仁志

高木太輔

高木愛加

高須賀 寿

高須賀 愛

菅野栄治
菅野雅子
菅野裕子
菅野雄介

‘交通茶屋

11月29日、川内インター出口附近の国道11号重信道

路で交通茶屋が設けられました。

交通茶屋では、警察官、川上 ・三内交通安全協会会

員、交通安全母の会会員、交通安全指導員さんなど関

係者が道ゆくドライパーに対し、パンフレッ卜等を手

渡し、交通安全を呼びかけました。



みんなの広場 圃圃圃圃圃

わが家①愛ド/乙
満 1)携を迎えられる赤ちゃんの写真とコメントを募集しま

す。コメントには名前、住所、生年月日、赤ちゃんを紹介する

簡単な言葉をそえて誕生日の前月末までに役場総務課広報係

まで送ってください。

(森) (狩場)

す鈴す香かちゃん
かえで

小西 近藤 楓ちゃん

(12月2日生) (12月3日生)

おかたづけも、お手伝いも 元気いっぱいの楓ちゃん

好きだけど、ちらかすのが一 笑顔のステキなやさしい

番好き。 女の子になってね/

元気に育ってね

(父、母より) (母よリ)

~ 猪 に水 かか
かな 流渓
か輪 ル息白 を害事

ぬ 車両 の f弘‘昌、三 なに 1) 虫
や 禁 か を な L の

L 銃持 舞 弘、
当主

'コ

背中で 数多公 ひ ピ て
園 ずコ ま 舗装 木 L 
隅 イ中 4、 土屋 の j喜 舞
の 間 や 道 ミ 禁 れ ひ

字手ロ ベす
管の 大石 渡 F各 樋た 田畑 大る

戒能 をリ
里子 腕白 石鎚 部水を ロる 中工 下ラ

}J/リ 山 水 の ン 病
イ起f(f;与 与u 美技 美妙、 そこ 栄の 史の 笹園 典ド 多み品甲 樹禁 子禁 子児 子セ 喜て

大 な 春小 、1 手し 蔵
本空

漁 粧 搾 あ

旗えタ
日 _l、 る の

牛 L 事碧甘

事用i 
-¥ の 高

焼 な 目 石 の
の 里 凍 よ豆 色
中 ど を ピ や ビ
池皮

崎宮 めて 花包 管霜 佐花 波ル~る 、1み 野の イ白八 部谷
遺 込 朝 、y 間

虫周 越虫 方ロみ
美代
芳手 五

~ 路功、 寿 女 月

(森)
つ!;I:'さ

田井野 翼くん
(12月11日生)

我が家のアイドルは、いた

ずら盛り。

優しく、そしてたくましく

育ってね。

(父、母より)

表
十

月
仔リ ロと:y』
~ 
"A  

蝿
E，，iコ、、
社

選
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老
人
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みんなの広場

た
短
冊
に
雨
よ
け
の
ビ
ニ
ー
ル
を

つ
け
て
い
ま
し
た
。

今
日
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
俳
句

ク
ラ
ブ
の
作
品
を
塩
ケ
森
ふ
る
さ

と
公
園
の
各
所
へ
設
置
す
る
と
い

う
こ
と
で
集
ま
り
、
作
業
を
し
て

い
ま
し
た
。

又
、
こ
の
シ
ル
バ
ー
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
の
各
支

部
が
交
替
で
詰
め
(
毎
週
土
、
日

曜
日
の
み
て
塩
ケ
森
を
訪
れ
た

人
た
ち
に
湯
茶
の
接
待
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
見
て
い

る
と
、
今
の
若
者
よ
り
(
こ
う
い

う
と
語
弊
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
)
行
動
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

川
柳
も
づ
く
吟
社

ー
十
月
例
会
喜
撰
亭
選
l

真
ん
中
で
柱
く
の
返
る
の
か
ず
ら

橋

高

岡

紫

迅

保
存
会
作
リ
祭
リ
ピ
過
疎
守
る

平

岡

諜

舟

表
情
が
声
に
な
っ
て
る
写
楽
の
桧

田

中

若

峯

若
一
段
る
つ
も
リ
の
今
日
を
赤
い
紅

山

本

紫

芳

お
波
ど
情
け
で
有
罫
る
村
芝
居

田

島

夢

現

あ
れ
こ
れ
ど
充
電
を
す
る
里
帰
リ

都
築
品
会
貴
子

初
打
席
胸
の
お
守
リ
握
り
し
め

山
本
ひ
ろ
志

人
情
の
機
微
を
演
款
に
ヒ
ッ
ト
す

る

渡

部

佐

え

良

生
返
事
小
さ
な
孫
の
友
抗
期

佐
々
水
胡
舟

塩
ケ
森
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

師
走
の
十
二
月
三
日
、
老
人
ク

ラ
ブ
の
塩
ケ
森
ふ
る
さ
と
公
園
で

の
活
動
を
取
材
に
行
き
ま
し
た
。

{
果
、
ぃ
時
期
で
も
あ
り
、
そ
の
上

当
日
は
あ
い
に
く
の
空
模
様
で
し

た
の
で
、
訪
れ
る
人
は
少
な
い
の

で
は
な
い
か
と

思
い
な
が
ら
山

道
を
行
く
と
、

降
り
て
く
る
車

に
数
多
く
出
く

も
U
T
U
宇
品

vし
ふ
心
。

す
れ
違
う
車

の
多
さ
に
驚
き

な
が
ら
、
管
理

棟
の
あ
る
駐
車

場
ま
で
だ
ど
り

着
く
と
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
方
々

は
す
で
に
シ
ル

バ
ー
レ
ス
ト
ハ

ウ
ス
へ
集
合
し
、

俳
句
が
書
か
れ

お
守
リ
の
鈴
の
音
元
気
ラ
ン
ド
セ

ル

篠

森

美

益

里

基
仇
に
情
け
無
用
の
一
波
リ
討
ち

田
野
岡
田
州

菊
花
展
老
い
の
友
情
重
ね
令
う

今

井

斎

水

冬
の
土
裏
話
さ
れ
て
春
を
蒔
く

高
瀬
喜
撰
亭

い京皆様の ①強ー ハ題〉央中公六月 一申

すiilig 回

!;zi言
て切
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同和教育

み
ん
な
の
幸
せ
を
願
っ
て

全
国
同
和
教
育
研
究
大
会
に
参
加
し
て

ー
熱
き
心
に
触
れ
て

十
一
月
二
十
五
日
よ
り
一
一
一
日

間、

三
重
県
の
伊
勢
市
を
中
心
に

行
わ
れ
た
全
国
同
和
教
育
研
究
大

会
に
初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。

「
差
別
の
現
実
か
ら
深
く
学
び
、

生
活
を
高
め
、
未
来
を
保
障
す
る

教
育
を
確
立
し
よ
う
」
の
テ
1
マ

の
も
と
、
約
二
万
七
千
人
が
全
体

会
で
一
堂
に
会
し
た
様
子
は
圧
巻

で
し
た
。
前
面
の
大
き
な
ス
ク

リ
ー
ン
に
は
、
差
別
を
受
け
て
き

た
歴
史
を
も
っ
地
域
で
育
っ
た
教

師
が
、
自
ら
の
生
い
立
ち
ゃ
苦
い

経
験
を
熱
く
語
っ
て
い
る
姿
が
映

し
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
二
つ
の
講
演
を

聞
き
ま
し
た
。
ま
ず
、
坪
井
節
子

さ
ん
の
東
京
弁
護
士
会
「
子
ど
も

人
権
救
済
セ
ン
タ
ー
」
や
「非
行
少

年
の
付
添
人
」
の
活
動
を
通
し
て
、

関
わ
っ
て
き
た
多
く
の
事
例
を
ま

じ
え
て
語
ら
れ
た
『
い
じ
め
と
子

ど
も
の
人
権
』
で
す
。

い
じ
め
と
は
、

一
方
的
、
継
続

的
に
、
多
数
の
加
害
者
か
ら
加
え

ら
れ
る
人
間
の
尊
厳
に
対
す
る
屈

辱
的
攻
撃
H

人
権
の
徹
底
的
侵
害

で
あ
る
。
最
近
の
い
じ
め
の
様
相

は
、
い
じ
め
る
子
、
い
じ
め
ら
れ

る
子
、
見
て
み
ぬ
振
り
を
す
る
子

は
一
定
で
は
な
く
、
常
に
変
化
し

て
い
る
。
だ
か
ら
、
い
つ
自
分
が

い
じ
め
ら
れ
る
か
と
、
毎
日
緊
張

し
て
い
る
。
し
か
し
、
親
に
も
教

師
に
も
相
談
で
き
な
い
。
な
ぜ
な

ら
、
密
告
し
た
と
十
倍
に
な
っ
て

返
っ
て
く
る
か
ら
で
あ
る
。

「
大

人
は
信
用
で
き
な
い
」
の
感
が
強

}
V
 
そ
ん
な
中
、
ク
ラ
ブ
な
ど
の
自

己
実
現
で
ス
ト
レ
ス
を
発
散
で
き

る
の
は
一
握
り
。
多
く
の
子
ど
も

た
ち
は
、
管
理
教
育
の
中
で
た

ま
っ
た
、
ど
こ
に
も
は
け
口
の
な

い
ス
ト
レ
ス
を
自
分
よ
り
弱
い
者

に
ぶ
つ
け
る
。
い
じ
め
の
加
害
者

と
言
わ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

は
、
長
い
長
い
間
、
大
人
や
友
人

に
い
じ
め
ら
れ
て
き
た
被
害
者
で

あ
っ
た
。
大
人
た
ち
か
ら
子
ど
も

た
ち
へ
の
い
じ
め
、
人
権
侵
害
を

な
く
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

で
は
、
子
ど
も
の
人
権
と
は
何

か
。
本
来
人
権
と
は
、
人
聞
が
自

分
自
身
の
あ
り
方
、
生
き
方
を
自

分
で
決
め
る
権
利
。
そ
し
て
責
任

を
す
べ
て
自
分
で
背
負
う
覚
悟
H

真
の
意
味
で
の
自
由
・
広
く
大
き

な
意
味
で
の
自
己
決
定
権
。
あ
り

の
ま
ま
の
自
分
の
存
在
を
認
め
ら

れ
る
権
利
で
あ
る
。
ま
ず
、
私
た

ち
大
人
自
身
が
そ
う
あ
る
べ
き
で

あ
り
、
そ
れ
が
侵
害
さ
れ
た
と
き
、

敢
然
と
抗
議
す
る
べ
き
で
あ
る
。

子
ど
も
は
、
そ
の
保
障
の
上
に
、

成
長
発
達
す
る
権
利
、
そ
れ
を
行

使
す
る
た
め
の
ケ
ア
を
受
け
る
権

利
が
あ
る
。
未
熟
で
半
人
前
、
保

護
の
対
象
で
あ
っ
た
子
ど
も
か

ら
、
大
人
と
対
等
に
完
全
な
人
格

を
有
す
る
権
利
の
主
体
と
し
て
の

子
ど
も
観
へ
の
転
換
を
図
り
、
大

人
の
意
識
改
革
を
し
な
け
れ
ば
、

子
ど
も
の
人
権
も
守
れ
な
い
。
(
中

略
)大
人
は
子
ど
も
た
ち
に
、
ど
う

向
か
っ
て
い
け
ば
よ
い
の
か
。
ま

ず
、
自
分
た
ち
(
大
人
)
の
人
権

を
知
る
こ
と
。
子
ど
も
の
人
権
侵

害
を
し
て
い
な
い
か
を
点
検
す
る

こ
と
。
大
人
と
子
ど
も
の
完
全
か

っ
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

実
現
を
図
る
こ
と
。
そ
れ
を
実
現

さ
せ
る
に
は
、
幼
児
期
か
ら
の
子

ど
も
の
人
格
を
尊
重
し
、
調
和
の

と
れ
た
成
長
発
達
(
衣
・
食

・

住
・
思
い
や
り
)
の
保
障
を
し
、

社
会
(
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会

な
ど
)
を
支
え
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
参
加
さ
せ
、
役
割
分
担
さ
せ

て
責
任
を
持
た
せ
る
。

そ
し
て
何
よ
り
、
屈
じ
ょ
く
を

受
け
た
時
に
「
ノ

l
」
と
言
え
る
、

自
分
の
人
権
を
守
る
た
め
に
、
例

え
孤
立
し
て
も
「
ノ

l
」
と
言
え

る
子
に
。
ま
た
、
い
じ
め
に
加
わ

ら
ず
、
い
じ
め
を
阻
止
す
る
子
ど

も
た
ち
に
、
私
た
ち
親
を
含
め
た

大
人
が
、
導
い
て
や
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

と
、
ご
自
身
の
親
と
し
て
の
経

験
も
話
さ
れ
な
が
ら
の
熱
弁
で
し

た。

た
か
し

次
に
、
大
田
嘉
さ
ん
(
教
育

学
部
の
教
授
)
の
『
教
育
・
か
か

わ
り
合
い
の
知
恵
に
つ
い
て
』

l
生
命
か
ら
の
問
い
か
け
ー
で
す
。

権
利
(
三
m
E
)
H
あ
た
り
ま

え
と
訳
し
、
正
義
を
平
等
に
分
け

る
と
解
釈
す
る
。

生
命
に
つ
い
て
考
え
、
生
命
か

ら
の
問
い
か
け
に
応
え
る
形
で

「そ
の
子
、
そ
の
子
が

『そ
の
気
』

に
な
っ
て
、
他
人
(
自
然
)
と
の

関
わ
り
で
自
ら
選
ん
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
持
ち
味
を
つ
く
り
出
し
、
杜

会
に
参
加
す
る
よ
う
に
能
力
を
見

い
出
し
て
い
け
る
よ
う
励
ま
し
て

い
く
。
」
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の

教
育
の
在
り
方
で
は
な
い
か
。
そ

の
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
?
特
効
薬
は
な
い
が
、
ヒ
ン
ト

と
し
て
川
教
え
た
が
ら
な
い
(
自

分
の
答
え
と
同
じ
物
を
求
め
て
は

い
け
な
い
)
凶
だ
れ
が
一
番
え
ら

い
の
か
を
決
め
な
い
川
説
得
よ

り
も
納
得
を
に
気
を
つ
け
て
、

そ
の
子
、
そ
の
子
が
そ
の
気
に
な

る
の
を
待
つ
こ
と
が
大
切
。
そ
し

て
、
生
命
を
お
互
い
に
尊
重
し
合

う
こ
と
で
あ
る
。

と
、
ユ
ー
モ
ア
を
ま
じ
え
て
話

さ
れ
ま
し
た
。

一
一
日
目
は
、
各
分
科
会
に
別
れ
、

各
県
、
各
校
の
実
践
を
聞
い
て
、

意
見
の
交
換
が
さ
れ
ま
し
た
。

一一一日目
の
閉
会
全
体
会
で
、
各

分
科
会
の
討
議
を
総
括
し
て
、
今

後
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

つ臼1EA
 

他
人
事
で
は
な
く
、
自
分
が
差

別
す
る
側
に
い
は
し
な
い
か
。
毎

日
の
生
活
の
中
で
、
人
権
感
覚
を

研
ぎ
澄
ま
す
こ
と
が
、
ま
だ
ま
だ

必
要
で
あ
る
と
強
く
感
じ
た
大
会

で
し
た
。

川
内
中
学
校
同
和
教
育
推
進
主
任

高

須

賀

郁

子



|健|康|づ|く|り|
お正月の
食生活
編

『食べることいろいろ」

寝正月のあなたへ・・....

元気はつらつの新しい年を迎えるためにお正月の食生活も

ちょっと気を付けてみてはどうですか。

お正月は、

お
せ
ち
太
り

し
な
い
た
め
に

年
末
、
年
始
は
気
ま
ま
に
飲
ん

だ
り
食
べ
た
り
。
そ
の
結
果
、

1

週
間
の
正
月
休
み
の
聞
に
体
重
が

2
!
3
勾
増
え
た
り
、
体
調
を
崩

し
て
し
ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く
と
「
お

せ
ち
太
り
」
が
身
に
つ
い
て
し
ま

い
ま
す
。
今
回
は
、
お
せ
ち
の
あ

と
に
食
べ
た
い
野
菜
料
理
に
つ
い

て
で
す
。

伝
統
的
な
お
せ
ち
料
理
は
塩
、

砂
糖
、
し
よ
う
ゆ
を
た
く
さ
ん

使
っ
て
濃
い
味
に
し
ま
す
。
こ
れ

は
保
存
が
き
く
よ
う
に
し
た
昔
の

知
恵
で
す
が
、
新
鮮
な
野
菜
料
理

が
少
な
く
栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
は
あ

ま
り
良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
お
正
月

は
お
せ
ち
料
理
が
食
べ
た
い
も
の

で
す
が
2
、
3
日
日
か
ら
は
で
き
る

だ
け
普
段
の
食
事
に
も
ど
し
ま

し
ょ
う
。
そ
の
時
に
ポ
イ
ン
ト
と

な
る
の
は
次
の

2
点
で
す
。

『
1
日
3
回
の
規
則
的
な
食
事
』

大
み
そ
か
の
紅
白
を
見
て
か
ら

年
越
し
そ
ば
を
食
べ
て
、
初
詣

に
・
・
・
朝
か
ら
家
族
や
親
戚
と
ご
ち

そ
う
を
目
の
前
に
飲
ん
だ
り
食
べ

た
り
、
お
な
か
が
す
く
暇
も
な
い

く
ら
い
食
べ
続
け
、
飲
み
続
け
。

体
は
十
分
休
ん
で
い
て
も
内
臓
は

働
き
過
ぎ
て
へ
と
へ
と
で
す
。

1

日
3
回
の
食
事
で
、
食
事
と
食
事

の
聞
を
あ
け
て
胃
腸
を
休
ま
せ
ま

し
ょ
う
。
そ
し
て
、
体
を
少
し
動

か
し
て
空
腹
感
を
感
じ
て
く
だ
さ

iv 
『
野
菜
料
理
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
る
』

お
せ
ち
等
の
お
正
月
料
理
は
タ

ン
パ
ク
質
や
脂
質
、
砂
糖
が
た
っ

ぷ
り
で
す
。
こ
れ
ら
を
消
化
、
吸

収
す
る
た
め
に
は
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ

ネ
ラ
ル
が
た
く
さ
ん
必
要
で
す
。

そ
の
た
め
に
野
菜
料
理
を
中
心
に

し
た
献
立
で
体
の
調
子
を
整
え
ま

し
ょ
う
。
下
の

2
品
も
参
考
に
野

菜
を
た
っ
ぷ
り
食
べ
て
く
だ
さ

'ν
 

食
っ
ち
ゃ
寝
し
て
い
る
の
に
体

が
だ
る
い
と
き
は
家
の
外
に
出
て

体
を
動
か
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
体

も
心
も
す
っ
き
り
し
ま
す
よ
。

平
成
8
年
も
健
康
に
過
ご
せ
る

よ
う
に
食
生
活
に
気
を
つ
け
ま

7
レ
ト
ふ
ヱ
ソ
。

川
内
町
健
康
セ
ン
タ
ー

栄

養

士

河

端

千

津

子

。ごぼうとシーチキンのシチュー
ごぼう …皮をこそげて 2crn 
長さに切る。太い部分は半分

にして水にさ らす。

にんじん 一口大の乱切り。

タマネギ…薄切り

かぶ…皮をむいて、 5mm厚さ

に切る。

かぶの葉・・・やわらかくしてゆ

でて 3cm長さに切る。

1 )鍋にかぶの葉以外の野菜

とシ チキン、ノ1'<.(約4カy

プ)を加えてアクを取り

ながら野菜がやわらかく

なるまで煮る。(約30分)

2 )バターを室温でやわらか

くし、小麦粉を練り混ぜ

るロ 1の煮汁を 1カップ

位加えて溶かした後、鍋

に加える。

3 )牛乳を加えて塩、こしよ

うで調味する o

4)器に盛って、 かぶの葉を

かざる。

こlまう …ー … ......200g 

にんじんー…...…・・ 0・・・300g

タマネギ… ・… 100g 

かぶ ー・ ー・ … 200g 

かぶの葉.........…・ 適宜

シーチキ ン・ … 小 l缶

バター...・H ・..…大さじ 172"
小麦粉……..，大さじ 172"

午乳・ …・……… 2カ yプ

塩… … -小さじ必-1

こしょう.. …・ 適宜

@牛肉五目あえ (4-5人分)
l 牛もも・・・1cm幅に細く切る。

フライパンを熱して

油を薄くひき、肉を

妙める。しょうゆと

みりんで下味をつけ

る。

糸こんにゃく・・・ 3~ 4 cm長さ

に切ってゆで、から

いりして水分をとば

す。

もやしい・ゆでる。

にんじん…せん切 りにして

さっとゆでる。

セロリ…筋をとってせん切り

にする。

タレ…材料Aを混ぜ合わせ

る。

牛もも薄切 りい…・ υ …・・・200g

(しようゆ 対じ 1
みりん …・・ ・ー大さじ l

i由・ ."..・H ・........・ H ・...少々

糸こんにゃく ・E・E・ ・・…"100g

もやし …・・ ・…… 200自

にんじん ……………・….150g

セロリ ー ……・..・・・H ・H ・'200g

白こま ・・ …… ・・小さじ 1

しょうゆ・H ・H ・..…大さじ 1

酢・・ 0・H ・H ・...，.ー一大さじ 2

ごま油… ・・・ノj、さじ 1

おろしにんにく…小さじ%

ねぎみじん切り・大さじ 2

しょうがみじん切り・大さじ l

A 

1 )材料を盛り付けて、 ごま

をふりかける。食べる直

前にタレをかけて混ぜ合

わせる。

大あればタレにコチジャンやトウハンジャンを混ぜるとよい。

『
υ
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福

議
会
ま

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
協
議
会
の
活
動

口
給
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
月
初
日
給
食
サ
ー
ビ
ス
副
食

(
渡
部
忠
子
6
名
)

日
月
幻
日
給
食
サ
ー
ビ
ス
羽
食

(
渡
部
二
三
子
5
名
)

日
月
2
日
給
食
サ
ー
ビ
ス
羽
食

(
水
田
操
7
名
)

1
月
刊
日
給
食
サ
ー
ビ
ス
叫
食

(
高
須
賀
フ
ヂ
エ
叩
名
)

日
月
口
日
給
食
サ
ー
ビ
ス
胡
食

(
渡
部
忠
子
7
名
)

日
月
出
日
給
食
サ
ー
ビ
ス

U
食

(
渡
部
二
三
子
4
名
)

口
婦
人
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

9
月

8
日

三

恵

ホ

l
ム
布
団
縫

ト

v
(
山
本
ア
ツ
子
口
名
)

三
恵
ホ

l
ム
布
団
縫

)ν (
山
本
ア
ツ
子
山
名
)

日
月
白
日

)
内
は
代
表
者
及
び
参
加
人
員

日
月
訂
日
花
の
移
植

(
山
本
ア
ツ
子
日
名
)

日
月
お
日
和
田
丸
分
離
帯
花
だ

ん
整
備

(
山
本
ア
ツ
子
同
名
)

口
家
屋
修
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

-
月
汀
日
塩
ケ
森
遊
歩
道
立
札

作
り(
桑
原
貞
利
8
名
)

日
月
お
日
老
人
宅
屋
根
掃
除

(
渋
谷
要
)

日
月
初
日
健
康
セ
ン
タ
ー
内
包

了
研
ぎ
(
渋
谷
要
)

口
介
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

日
月
日
日
老
人
訪
問
健
康
チ
エ

ッ
ク
(
高
石
ミ
ヤ
子
2
名
)

日
月
お
日
老
人
訪
問
健
康
チ
ェ

ッ
ケ
ノ

(
高
須
賀
カ
ヲ
ル
2
名
)

川内町社会福祉協議会

職員の募集について
川内町の現在の高齢化率 (65歳以上)は、約22%となっており、この数値は今後急速に高くなる

ことは確実です。そこで川内町社会福祉協議会では、これからの高齢化社会に対応するため、次の

とおり職員(ホームヘルパー)を募集します。/""'.. ¥ I 
/"_~.:. ， ，，，，"- IJJiiIt.、

口応募資格 昭和36年4月2日以降生まれの女性

口職 種ホームヘルパー(普通自動車免許必要)

口募集人員若干名

口試験日平成8年1月下旬

口試験内容面接 ・作文

口受付期間 平成 8 年 1 月 4 日 ~1 月 1 9 日まで

口問い合わせ先 川内町大字南方262番地 /¥  

健康センター内 川内町社会福祉協議会 fi966-6660 (有)5600

※試験要綱、履歴書用紙等は、社会福祉協議会事務所でお渡しします。

/ 

骨
髄
移
植
は
、
白
血
病
や
重
症

再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の
血
液
難

病
患
者
に
対
す
る
治
療
法
と
し
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
移
植
を
行

う
に
は
骨
髄
提
供
者
と
患
者
間
で

白
血
球
型
を

一
致
さ
せ
る
必
要
が

あ
り
、
兄
弟
姉
妹
聞
で
四
分
の

一

の
確
率
、
非
血
縁
者
間
で
は
五
百

人
か
ら
数
万
人
に
一
人
と
極
め
て

低
い
確
率
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。こ
の
た
め
、
財
団
法
人
骨
髄
移

植
推
進
財
団
が
中
心
と
な
っ
て
、

全
国
で
当
面
一

O
万
人
の
骨
髄
提

供
希
望
者
確
保
を
目
標
に
広
く
国

民
に
対
し
て
募
集
運
動
を
展
開
し

て
い
ま
す
。

骨
髄
パ
ン
ク
へ
の
登
録
受
付

は
、
次
の
施
設
で
実
施
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

14 

あ
な
た
を
待
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す

骨
髄
パ
ン
ク
に
ご
登
録
を

口
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
内

愛
媛
県
骨
髄
デ

l
タ
セ
ン
タ
ー

(岱
九
七
三
一

O
七
O
O
)



高
松
へ
の
研
修

ふ
る
さ
と
づ
く
り
推
進
事
業
に

よ
る
町
補
助
金
を
婦
人
会
も
戴
き

E
M
先
進
地
で
あ
る
高
松
の
地
へ

農
法
及
び
畜
産
(
牛
舎
)
の
研
修
に

行
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

去
る
十
二
月
一
日
制
午
前
八
時
、

三
台
の
パ
ス
を
連
ら
ね
、
百
十
七

名
で
の
出
発
で
す
。

ツ

車
中
で
資
料
を
予
習
。
胸
を
わ

く
わ
く
さ
せ
な
が
ら
車
は
高
松
へ
。

心
配
し
て
い
た
天
気
も
陽
を
浴
び

程
よ
い
研
修
日
和
と
な
り
ま
し
た
。

先
、
ず
高
松
東
部
農
協
に
到
着
。

園
芸
課
長
の
中
候
さ
ん
か
ら

「
ょ
う
こ
そ
。
今
日
は
感
動
し
て

帰
っ
て
欲
し
い
で
す
。
」

と
の
第
一
声
で
し
た
。

「
そ
こ
に
牛
舎
が
あ
る
の
に
悪
臭

が
し
な
い
で
し
ょ
う
。
一
か
月

に

一
回
、
そ
こ
の
井
戸
水
に

E
M

と
糖
蜜
を
流
し
込
み
、
牛
に
与

え
る
だ
け
で
す
。
面
倒
な
事
は

し
な
い
。
至
っ
て
簡
単
で
す
。
」

と
胸
を
張
り
自
信
満
々
で
す
。

「
大
勢
で
行
つ
で
も
牛
は
さ
わ
ぎ

ま
せ
ん
よ
。
病
気
に
な
ら
な
い

し、

E
M
の
入
っ
た
糞
だ
か
ら

こ
う
ば
し
い
臭
い
で
す
。
畑
物

が
よ
く
出
来
ま
す
よ
。
」

と
続
け
ま
す
。

野
菜
作
り
に
つ
い
て
も
ボ
カ
シ

の
使
用
量
や
使
用
方
法
を
説
明
。

ふ
さ
ふ
さ
と
育
っ
た
菜
の
花
栽
培

の
畑
で
は
、
わ
米
二
年
分
の
収
益

が
あ
る
と
か
。

E
M
の
収
穫
量
の

す
ば
ら
し
さ
を
話
さ
れ
ま
す
。

昼
食
は
う
ど
ん
の
庄
か
な
泉
で
。

地
球
環
境
の
蘇
生
(
エ
コ
ロ
ジ
ー
)

と
お
客
様
の
幸
せ
(
心
と
体
の
健

康
)
に
寄
与
す
る
事
を
売
り
物
に

し
て
い
る

E
M
有
機
農
水
産
物
及

、
び
、
加
工
品
の
テ
ー
ブ
ル
で
し
た
。

隣
り
の
庖
は
、
こ
れ
ら
の
理
念
に

基
づ
い
た
健
康
づ
く
り
と
地
球
環

境
浄
化
と
い
う
遠
大
な
目
的
の
商

品
が
、
ず
ら
り
と
並
ん
で
い
る
美
土

理
の
里
。

E
M
も
大
活
躍
。
昨
年

の
四
月
、
オ
ー
プ
ン
し
た
と
の
事
。

並
ん
だ
商
品
が
無
く
な
り
そ
う

に
、
川
内
の
私
達
が
な
だ
れ
込
む
。

急
に
多
忙
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
庖
主
は
、
そ
の
効
果
を
熱
っ

ぽ
く
語
り
ま
す
。
遂
に
は
本
ま
で

も
買
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

①

健

康

増

進

②

経

済

性

③

大

衆

性

④

環

境

保

全

⑤

生

産

性

の
五
点
を
ク
リ
ア
し
て
い
る
様
を

目
に
し
て
、
た
だ
た
だ
敬
服
す
る

ば
か
り
で
し
た
。

午
後
は
高
松
南
部
農
協
の
指
導

で
、
た
だ
ひ
た
す
ら
実
践
し
て
お

ら
れ
る
牛
舎
を
訪
ね
ま
し
た
。

こ
の
方
は
、

E
M
ボ
カ
シ
を
食

べ
さ
せ
た
り
、

E
M
X
を
筋
肉
注

射
し
た
り
、

E
M
資
材
を
使
っ
た

り
し
て
お
ら
れ
、
午
前
中
の
飼
育

と
は
、

E
M
の
使
い
方
に
も
随
分

と
違
い
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
の
帰
り
道
の
事
で
す
。
お

ば
あ
さ
ん
が
ホ

l
レ
ン
草
を
食
べ

「
こ
れ
は
何
と
い
う
野
菜
、
ぞ
や
。
」

と
聞
く
の
よ
。
あ
あ
、
お
ば
あ
さ

ん
が
痴
呆
に
な
っ
た
。
ど
う
し
よ

う
と
、
び
っ
く
り
し
て
、

「
お
ば
あ
さ
ん
、
ホ
l
レ
ン
草
よ
。
」

と
言
う
と
、

「昧
が
違
う
ん
で
ホ

l
レ
ン
草
と

は
思
え
ん
か
っ
た
。
お
い
し
い

の
P70」

と
喜
ば
れ
た
。
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
方
は
熱
心
に
ボ
カ
シ
作
り
に

取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

E
M
ボ
カ
シ
は
味
を
変
え
、
豊

作
に
し
ま
す
。
そ
の
上
、
無
農
薬

で
も
収
穫
量
が
多
く
、
し
か
も
健

康
食
と
な
り
ま
す
。

生
ゴ
ミ
が
資
源
化
し
て
堆
肥
と

な
り
自
然
(
土
)
を
蘇
さ
せ
る
所
以

で
す
。農
薬
や
化
学
肥
料
の
恐
し
さ
は

言
う
に
及
、
び
ま
せ
ん
。

E
M
菌
は

残
留
農
薬
を
分
解
さ
え
し
ま
す
。

今
回
、
視
察
し
た
農
法
は
中
健
さ

ん
の
農
法
で
す
。
参
考
に
し
て
、

私
達
は
自
分
の
家
の
士
に
合
っ
た

や
り
方
を
生
み
出
し
、

E
M
と
上

手
に
つ
き
合
っ
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

E
M
は
生
き
て
い
る
事

を
忘
れ
な
い
で
:

三
世
代
交
流
(
伸
よ
し
運
動
会
)

一
月
七
日
制
午
後

一
時
よ
り

中
央
公
民
館
大
ホ

i
ル
に
て

室
内
ゲ

1
ム
の
後
、
七
草
が
ゆ

で
会
食
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
、

ご
参
加
下
さ
い
。

ボ
カ
シ
作
り
と
販
売
(ボ
カ
シ
・
石
け
ん
)

一
月
二
十
八
日
側
午
後
七
時
半
よ
り

中
央
公
民
館
三
階
に
で

書
き
損
じ
・
出
し
そ
び
れ
葉
書
集
め

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

一
月
末
日
ま
で
中
央
公
民
館
玄
関

に

ポ

ス

ト

を

置

き

ま

す

。

一

川
内
町
婦
人
会

1
L

に
d



|お知らせ|

lひ~.

福

祉

川
内
町
の

老
人
医
療
費
の
動
向

老
人
医
療
費
と
は
主
に
刊
歳
以

上
の
方
(
寝
た
き
り
な
ど
の
人
は

日
歳
)
の
お
と
し
よ
り
に
か
か
る

医
療
費
で
す
。

川
内
町
の
老
人
医
療
費
は
、
老

人
人
口
の
増
加
や
医
療
技
術
の
高

度
化
な
ど
に
伴
い
、
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。

老
人
医
療
の
一
部
負
担
金
に
つ

い
て
は
定
額
負
担
方
式
を
と
っ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
方
式
で
は
老
人

医
療
費
全
体
に
占
め
る
一
部
負
担

の
割
合
が
年
々
低
下
し
、
現
役
世

代
の
負
担
が
増
大
す
る
た
め
、
平

成

7
年
4
月
よ
り
外
来
の
負
担
金

に
つ
い
て
は
、
叩
円
増
額
さ
れ
ま

し
た
。老
人
医
療
は
、
す
べ
て
の
医
療

保
険
が
協
力
し
て
高
齢
者
に
か
か

る
医
療
費
を
負
担
し
て
い
く
と
い

う
高
齢
化
社
会
を
見
据
え
た
画
期

的
な
医
療
制
度
で
す
。

高
齢
を
迎
え
た
み
な
さ
ん
に
し

あ
わ
せ
な
健
康
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
く
た
め
に
、
ぜ
ひ
、
こ
の
制

度
と
医
療
費
に
つ
い
て
正
し
く

知
っ
て
い
た
だ
き
、
こ
の
大
切
な

制
度
を
末
永
く
守
っ
て
い
く
た
め

に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

%
 

円午人単
川内町の老人医療費の動向

年 医 療 世

度 畳給
給 ft 費 I 人

回 者数 支給費 合計 当たり
分 医科 歯科 調剤 施設僚葺 計 医療費

3 I咽306781，433 18，818 4501 12.185 812，886 22.290 835，176 639，5 

4 1.363 857，089 18，654 5581 12.307 888.608 24.773 913.381 670.1 

104.4 109.7 99.1 124.0 101.0 109.3 111.1 109.4 104.8 

5 1，435 942，083 21，771 12.288 21，771 997，913 15.182 1.013.095 706.0 

105.3 110.0 116. ';' 2，202 176.9 112.3 61.3 110.9 105.4 

6 1，495 941，260 23，182 78.842 30守2171.073，501 12，172 1.085，673 726.2 

104.3 99.9 106.5 641.6 138.8 107.6 80.2 107.2 102.9 

募

集

V
県
営
住
宅

補
欠
入
居
者
募
集

口
申
込
受
付

2
月
9
日
幽
か
ら
2
月
刊
日
制

ま
で
の
8
時
却
分
l
口
時
ま
で

口
受
付
場
所

川
城
北
・
城
西
地
区
、
城
東
地

区
、
城
南
地
区

松
山
地
方
局
建
設
部
建
築
指

導
課
県
営
住
宅
係

(
会
九
四

一
l
一
一
一
一
)

ω伊
予
地
区

松
山
地
方
局
伊
予
土
木
事
務

所
用
地
管
理
課

(
合
九
八
二

一二

O
五
)

口
抽
選
日
時

3
月
5
日

ω日
時
加
分
か
ら

口
募
集
団
地

城
北
・
城
西
地
区

松
風
、
松
翠
、
朝
美
、
梅
津
寺
、

潮
見
、
鹿
峰
、
中
須
賀

城
東
地
区

溝
辺
、
梅
ノ
本
、
天
神
、
牛
湖
、

吟
松
、
久
米
、

三
町

城
南
地
区

石
井
、
森
松
、
砥
部
、
西
石
井
、

和
泉
伊
予
地
区

新
川
、
伊
予
、
伊
予
第
二

V
交
通
遺
児
の

書
道
コ
ン
テ
ス
ト

口
応
募
資
格

中
学
生
以
下
の
交
通
遺
児

(
重
度
後
遺
障
害
者
一

l
一一
一級

の
方
の
お
子
様
を
含
む
)

口
募
集
期
間

1
月
4
日
l
1
月
白
日
ま
で

(
賞
多
数
あ
り
)

口
問
い
合
わ
せ
先

課
題
、
応
募
方
法
な
ど
詳
細
に

つ
い
て
は
、

干
七
九
O

松
山
市
南
江
戸
一
丁
目
六
ノ
一二

自
動
車
事
故
対
策
セ
ン
タ
ー

愛
媛
支
所

(
会
九
二
五

|
O
七
O
八
)

V
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う

技
術
指
導
講
習
会

口
対
象
就
業
を
希
望
す
る
女
性

口
科
目
フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う

口
日
時
1
月
白
日
制
l
2
月
日
日
幽
ま

で
の
聞
の
叩
日
間

口
会
場
愛
媛
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

口
定
員
・
受
講
料

却
名
(
教
材
費
一
部
自
己
負
担
)

口
申
込
締
切

1
月
刊
日
凶

口
申
込
方
法

印
鑑
持
参
の
上
、
松
山
市
山
越

町
四
五

O
番
地
愛
媛
県
女
性
職

業
セ
ン
タ
ー
(
岱
九
二

三

二

二
O
ご
へ
申
込
を
/

p
h
V
 

1
E
4
 

V
ワ
ー
プ
ロ
技
術
講
習
会

口
対
象
就
業
を
希
望
す
る
女
性

口
科
目
ワ
ー
プ
ロ
(
日
商
3
級
)

口
日
時
2
月
1
日
嗣
1
3
月
8
日
掛
ま

で
の
聞
の
乱
日
間

口
定
員
・
申
込
締
切

叩
名

(
1
月
辺
日
・
お
日
の
2

日
間
)

口
会
場
・
受
講
料
・
申
込
方
法

フ
ラ
ン
ス
刺
し
ゅ
う
に
同
じ



~.I包同|・|局同
22の突通安全県民運動1月10日は

IT'110番の日」
ピ・ポ・パすばやいコール110番

110番5つのポイント
①何があったか

②いつ、どこで、目標は

③事件のあらましは

④犯人の人相、特徴、逃げ、た方向は

⑤あなたの住所、氏名、電話番号は

(
期
間
)

平
成
七
年
十
二
月
二
十

平
成
八
年
一
月
v

(
ス
ロ
ー
ガ
ン
)

年
末
年
始
ゆ
っ
く
り

すばやくあなたの110番

相談電話もどうぞ

悩みごと、困りごと、要望、意見などは

「第二110番J0120-319110ヘ
障害者の方は FAX可

松山東警察署

2J9)齢
成人式ご案内

GANTAN=lSνコ
-日 時 1月1日(月)小雨決行

午前9時30分受付

午前10時00分開会

・場所川上小学校運動場

-クラス健康の部 3 km 

競走の部 5 km・lOkm

.参加資格

幼児から大人までどなた

でも自由に参加できます0

.その他

各クラス別に男女3位まで表

彰。 5回出場者には特別記念

品、また参加者には抽選によ

り楽しいプレゼン卜。

-申し込み友び問い合わせ先

教育委員会 ft966-4721(有)5911

-日時 1月15日(月)

午前9時 受付

午前9時30分開会

・場所中央公民館

-該当者昭和50年4月2日から
昭和51年4月1日まで

に生まれた方

※現在、町内に住んでいなくて

も町内出身であれば、成人式に参

加できますので、ご希望の方は

教育委員会までご連絡ください。

なお、新成人該当者には、案

内状を差し上げますので、ぜひ

参加してください。

-問い合わせ先教育委員会ft966-4721 ~有)5911

4 

も
よ
お
し

親子講演会圏
“龍馬に学ぶ"

~龍馬の手紙を読んで~

-日時 1月18日同午後7時30分

・場所 中央公民館

-講師高知県立坂本龍馬記念館

館長小椋克巳さん

・主催 川内町高校生父母の会・川内町 PTA連合会

・問い合わせ先教育委員会

し、手V手健康講座
“高指血症の

食事について(調理実習)" ¥ l ぺ
・日時 1 月 11 日休)午前 9 時30分~ yσーく〉ヂ
・場所健康センター ト~o ルペ
・講師町栄養士河端千津子 ¥ム-!:LI 

:乱立口信センター ~~⑨ 
ft966-2191 ~有)5833

ヴ

i



川
内
町
有
線
放
送
電
話
の

加
入
者
異
動
の
お
知
ら
せ

十
一
月
中
の
有
線
放
送
電
話
加

入
者
の
異
動
は
次
の
と
お
リ
で
す
。

O
加

入
西

之

側

藤

井

謙五
四
九
六

O 
移

ケ

谷転

高

須

賀

清

一

二
九
O
O

(
則
之
内
二
六
四
八
よ
り
)

止南T

O 

下休

十品

岡

竹

雄

五
五
五
六

O
脱

退
下

仲

屋

武

智

シ

カ

二
O
八
一

部

セ

ツ

子

五
三
四
七

、l 
J
 

j度

坂

月予防接種計画表

予間接種名 一種(ジフテリア・破傷風・百日咳)混合予防接種 麻疹(はしか)予防接種

接種目時
平成8年 1月11日(木) 平成8年 1月25日(木)

午後2時一 3時 午後3時一 3時30分

接種場所 健康センター 2階集団検診室 健康センター 2階集団検診室

生後1才一 7才 6カ月で 1期初回を 3回 生後1才 6カ月一 7才6カ月で麻疹にか

及び1年後の 1期追加を受けていない者。 かっていない者。

対象者 なお、百日咳にかかったことのはっきり すでにMMR (麻疹・風疹・おたふくか

している場合は 2穫(ジフテリア・破傷 ぜ)の混合ワクチンを接種している方は

風)混合で実施できますので受付で申し 接種の必要はありません。

出て下さい。

-当日 は、会場で体温を計ります。 -当日は、会場で体温を計ります。

注意事項
-予防接種を受けますと 1週間は他の予 -予防接種を受けますと 1カ月間は他の

防接種を受けることができません。 予防接種を受けることができません。

-当日の入浴は差しっかえありません。 -当日の入浴は差しっかえありません。

持参品 -母子健康手帳、体温計 -母子健康手帳、体温計

平成7年4月より予防接種の対象が変更になりました。お子様の母子健康手帳をもうー

備 考
度よく見て、まだ接種していない予防接種は早めに接種してください。

なお、ご不明な点がありましたら、健康センタ一保健婦までお問い合わせ下さい。
健康センター 電話 966-2191 (有線)5833 

966-4989 

3130 

収集曜日 JlX 集 士也 域 収集日又は収集変更日

月・木 東谷・西谷(井内を除く)
l月15日(月)を

毎 土谷・滑川・天神・鳥の子・横灘団地
1月16日(火)に収集ー司田明申峰崎圃----.押持出ー ーーーーーー・ーーーーーーー・ーーーーーーーーーー・・・ーーーー------ー-ーーーー・・・・・・ー・・・・ー・...

木 井内

火・金 北方・南方
ー---.世嗣坤ーーー...陣岨・. ・._-------ー-._---ー・・・・ー・・・・・・・ー.園陸・ーー...
火 奥松瀬川

変更なし
週 水・土 前松瀬川(鳥の子を除く)

町筋(天神を除く)

電話

有線
清掃センター1月ごみ収集計画表

毛えるごみ

ちえ指し、ごみ

ヰヌ 集 i殺 域 ガフス・空ピン類 空き缶等金物類 資源ごみ・粗大ごみ

東奇・西谷(井内を除く)
1月8日(月) l月22日(月) 1月に収集日なし

天神・鳥の子 ・横灘団地

北方・南方・奥松瀬川 1月9日(火) 1月23日(火)

前松瀬JlI(鳥の子を除く)
l月10日(水) 1月24日(水)

2月…有資源ごみ

町筋(天神を除く) 3月…粗大ごみ

井内・土省・鴻川 l月11日(木) 1月25日(木)

2. 

1月1日・2日・ 3日はごみ収集を休みます

。。

012月31日、O町指定ごみ袋騒発自の追加・・・佐伯屋寿ffi!j庖



健康センターだより1月

献血
T月の献血
1月26日告を)

健康センター

9:00-16:00 

24時間体制
川内町在宅介護
支援センター

合966-6250

食生活改善推進員教育事業

三種(三種)混合予防接種

いきいき健康講座

「高脂血症の食事について」

歯科検診・フッ素・サホライド塗布 受付午前 9:00-10:30 健康センター
午後1:00-2:30 
午前 9:00-12:00 健康センター
午前10:30-11・30 九騎
午後 1:00-2‘00 海上集会所
午後 2:20-3:羽 生活改善センター

I歳6カ月児・3歳児健康診査受付午後1:00-2:00 健康センター
麻疹予防接種 午後 3:00-3:30 健康センター

毎一月曜日|示用犬山 午前ル10:00 健康センター
野犬買い上げ 。
健康相談 午前 9:00-12・00 健康センター
母子健康手帳交付

機能回復訓練 午後1:00-3:00 ガリラヤ荘

当番医

1月1日|辻井循環器科内科小児科 重信町田窪 ft964-0013 

2日|八木耳鼻咽喉科皮膚科 重信町牛itリ 合964-5400
3日|藤石病院 重信町志津川 ft964-1234 
7日|西村内科 重信町志津川 合 964-2461
14日|国立療養所愛媛病院 重信町横河原 告 964-24日
15日|泉内科 川内阿南方 ft966-2226 
21 B I北上靖博整形外科 松山市平井町 ft975-3753 
28日|中川病院 松山市南梅本町 公976-7811

健康センター

健康センター

健康センター

受付午前9:30~午後1:00
受付午後 2:00-3・00
午前 9:30-12・30

9日(火)
11日(木)

こころの健康相談

滑川健康相談

18日(木)

19日(金)
24日(水)

25日(木)

毎週水曜日

お気軽にご相談ください

(秘密厳守・無料)

有線 5833ft966-2191 健康センター(問い合わせ先)

(テレホンサービス)ft964-5632 救急病院案内
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惣河内神社・ー畳庵の

桜日

新

百

北
風
に
揺
れ
る
桜

石
墨
山
が
白
く
な
る
頃
、
河
之

内
の
惣
河
内
神
社
へ
百
日
桜
を
見

に
出
か
け
た
。

紅
葉
も
盛
り
を
過
ぎ
て
は
い
る

が
、
ま
だ
木
々
に
色
ど
り
を
そ
え

て
い
る
。
惣
河
内
神
社
の
ウ
ラ
ジ

ロ
ガ
シ
の
老
大
樹
を
仰
ぎ
見
な
が

ら
参
道
を
す
す
み
、
石
段
を
の
ぼ

る
と
そ
こ
に
惣
河
内
神
社
の
本
殿

が
あ
る
。

本
殿
か
ら
左
ヘ
ゆ
く
と
、
木
の

枝
の
先
に
ち
ら
ほ
ら
花
が
咲
い
て

い
る
の
に
気
づ
く
。
先
程
、
参
拝

を
終
え
た
遍
路
姿
の
二
人
組
が
、

こ
の
花
を
見
て
、
梅
と
勘
違
い
し

て
い
る
。
老
婆
心
で
「
桜
で
す
よ
」

と
正
す
と
、
驚
い
た
様
子
で
改
め

て
花
を
見
て
い
た
。

こ
の
百
日
桜
よ
り
先
に
す
す
む

と
一
畳
庵
に
行
き
着
く
。
こ
こ
に

も
百
日
桜
が
柿
や
楓
と
と
も
に
色

ど
り
を
そ
え
て
い
た
。

北
風
に
揺
れ
な
が
ら
懸
命
に
咲

い
て
い
る
百
日
桜
を
見
て
い
る
と
、

こ
れ
か
ら
冬
と
い
う
の
に
、
は
や
、

春
が
恋
し
く
な
っ
て
く
る
。

• 
野の花

ツワブキ (石蕗の花)
Pαtαsites jαposicus 

• 

ツヤツヤした光沢をもっ厚みのある葉は、フキの葉によ

く似ている。このことから、つやのあるフキ、ツヤフキ

が説ってツワフキという花の名がついたという O

また、日IJ名イシブキともいうので、石践の字を当てる。

-20 

川内中学校の力イヅ力イブキの垣根の元にツワ

ブキの花が咲いている。木枯しのふくこの季節は、

咲く花が限られ、木々もまた、葉が落ち、寒々と

している。そんな色どりの少ない、寒い季節だか

らこそ、このツワブキの花が咲いているのを見る

とガンバレと応援したくなる。

北風に揺れるツワブキの花は、コ トの襟をた

て、気ぜわしく往来する人たちに暖かさと明るさ

を提供してくれる花です。


